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愛知みずほ大学 平成 21 年度パソコン公開講座報告 
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講師：平野 緑、高橋 徹、早川 幸恵  
アシスタント：本学学生  名 
費用：無料 
応募者数 ５７名      参加者数：４０名 
Ⅴ.最近の（平成２０年度、平成２１年度）アンケートから 
１．受講動機について 
 
図3．受講動機 
図3.のように一番多いのは、Ｅｘｃｅｌの基礎を学びたい。
次は、パソコンに慣れたい、Ｅｘｃｅｌのスキルアップ、
仕事に役立てたいと続く。 
２．内容 
次回に希望する内容は、Excel、Word、PowerPointと続き、
メール操作、ＨＰ作成を希望する人もいた。 
Excelを希望する人の中には中級編を望む人もいた。 
 
図4．希望内容 
３.記述部分から 
良かったという内容の一部 
“こんなに親切にしてくれるところはめったにないのでう
れしい。パソコンに不慣れでもわかりやすかった。学生の
アシスタントが大変親切、人数が多く心強かった。パソコ
ンが便利なものだということが分かった。“ 
悪かったという内容の一部 
“超初心者はあせった。もっとゆっくり。初心者なのでよ
く分からなかった。” 
講座への要望 
レベルごとの講座を望む。有料でよいのでExcel,Wordの 
講座を開いてほしい。USBメモリなどに保存する方法、プ
リントの仕方もやってほしい。 
Ⅵ.これからの課題 
パソコンの初心者は年々減ってくるため、宣伝に力をか
けなければ参加者が集まらなくなってきた。平成１９年度、
平成２０年度は有料で新聞広告を出すことにより応募者が
増えたが、遠方からの参加者が多くなりすぎ、地域活動と
いうコンセプトから外れてしまったため、平成２１年度は
大手新聞社では宣伝せず、地元地自体の基幹紙にて宣伝を
行ったところ、40名ほどの応募があり当初のコンセプトに
近い開講にこぎつけることができた。 
受講者の要望の変化、世代変化は今後とも進むと思われ
るので、どのようなパソコン公開講座が望まれているのか
見極め、適切な内容を提供できるよう工夫する必要がある。
今後は、女性は４０代のこれから再就職を目指す人達を、
男性は定年退職後の人達をターゲットに考察していきたい。 
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